
１．研究背景 ２．研究方法

４．今後の展望

附属高等学校池田校舎 赤阪 諒

機械音声システムによる授業構築の研究
～「愛される他者」との協働指導の可能性～

要旨
高校三年生の現代文範囲の授業において、機械音声システムとキャラクターを組み合わせた授業システムが、学習意欲向上にポジティブ
な影響を与えるかについて研究を行った。教師が前に立って指導してきた内容の一部を、画面に現れるキャラクターと機械音声による指
示・解説に置き換え、教室に「第三者」を作り出すことで、多様な生徒の学習意欲向上を目指すと共に、今後AIと教員がどう役割分化して
いくかについて考察した。生徒は概ね好意的にこの授業システムを評価したが、内容の伝達という点で課題を感じたコメントも受け取った。
今後教育への更なる活用が期待されているAIの運用に向けて、個別最適な支援の次へのステップの足跡となった。

参考文献
文部科学省．“高等学校教育の在り方ワーキンググループ 論点整理 概要”．高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ．
2025/09/25更新．https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_koukou01-000030810_01.pdf，2026/01/22閲覧．
文部科学省.“高等学校教育の在り方ワーキンググループ論点整理（概要）”.高等学校教育の在り方ワーキンググループ論点整理等について.2023/03/07更新.
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_koukou01-000030810_01.pdf, 2026/01/22閲覧．
画像制作：Google Gemini (Nano Banana)

３．結果・考察

発表者の問題意識と社会
要請を考えた時に、授業
内で何かできることはな
いかと考えたのがこの研
究のスタート地点でした。

そこで考えたのが、
キャラクターと機械音
声によって、教員の説
明を置き換えてしまう
という方法です。

機械音声とキャラクターに
よる指示・解説・掛け合
い・クイズといった様々な
手法を、現代文範囲の全授
業で実施しました。

実施者視点では、一定の
成果は感じるものの「費
用対効果」はかなり悪
かったという印象です。

生徒からは７割程度のポジ
ティブな評価を得ました。
動画配信はあまり活用され
なかったようです。

この研究についての説明動画
(約７分)がございます。詳し
くはこちらをご参照ください。

https://drive.google.com/file/d/1HVU9dWC3HAi
k4OTiaw8V_H0wSHHRIRbo/view

今後は授業外で、この
システムが活用できな
いか検討していきます。
ご興味を持たれた方は
ぜひ発表者までお声が
けください！

https://drive.google.com/file/d/1HVU9dWC3HAik4OTiaw8V_H0wSHHRIRbo/view
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